
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁相双教育事務所学校教育課

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和７年１０月１４日（火）１３：１０～１６：３０ 

○会  場：南相馬市立原町第三小学校（南相馬市原町区上町一丁目１３番地） 

○参加者：小学校教員３６名、中学校教員１名、その他３名  計４０名 

○内 容：〇算数・数学科イノベーション人材育成推進教員による公開授業 

（たしざん）授業者 南相馬市立原町第三小学校 教諭 鈴木 孝成 

〇グループ別による事後協議会 

〇講演「全国学力・学習状況調査を踏まえた学習指導の充実」 

  国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部 

  学力調査官兼教育課程調査官 小山 雅史 様 

〇子どもの困り感をどのように引き出すのか、１０のまとまりの重要性にどうやって気付かせるのかなど、教師の目線で参考

になることが多かったです。 

〇経験年数が異なる先生方が同じ班にいたからこそ、事後協議会が大きな宝物となりました。また、「自分だった 

らどうするか」という視点で考えることで、多くの学びを得ることができました。 

〇主体的な学びの実践をするために、子どもが選択できる機会を設けていきたいと感じました。 

〇教師の働きかけ次第で、１年生でも学び方（ペア学習など）を身に付けることができるのだと感じました。 

〇単位時間に何をねらうのかということも大事ですが、単元や年間、そして６年間でどのような見方・考え方を身 

に付けさせたいのかを、学校全体で考えていく必要があることを学びました。 

EPORT
研修会

【研修のまとめ】 

事後研究会では、前回に引き続き、参観者のみなさんが授業者の思いや本時の手立てに寄り添い、自分事として

授業を捉え授業改善に向けた建設的なアイディアを進んで伝える姿が見られたことが、授業者と参観者の両者にとっ

て大変有意義な時間となりました。また、小山先生の講演では、教材の価値や数学的な表現の特徴をおさえた自己

選択の場の在り方、単元配列を重視したカリキュラム・マネジメントといった内容を中心に、幅広い内容について具体

的な事例にふれながらお話しいただきました。 

〔授業のポイント〕 

〇半具体物（ブロック）や図に加えて、数や記号といった数学的な表現を式と関連付けることで、数学的な見方・考 

え方を働かせながら子どもが意味理解を深めることができるように努めている。 

〔指導助言〕 

〇子どもを見取る際、言動の背後を探りながら受けとめることが大切である。 

 （例えば、「９＋４」の立式を確認している時、「４＋９でもいいよ。」と言った子どもは、単なる理解不足なのか、それ 

とも問題文から離れて交換法則に関連する話をしたかったのか、といったように解釈の可能性を広げること） 

 

 研修の感想 

   


